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【事業の目的】 

●豊川下流域は、かつて干潟やヨシ原が広がり、 
 生物の良好な生息・生育場となっていました 
 が、宅地化、市街化や河道整備等によりこの 
 ような環境が減少しました。 
 このため、豊川下流域において干潟やヨシ原の
再生を図り良好な河川環境を創出します。 

【事業の概要】 

■事業区間：豊川、豊川放水路 
■建設工期： 
 平成13年度～平成30年度 
■全体事業費：約39.4億円 
■整備内容： 
 自然再生（干潟再生、ヨシ原再生） 
■費用対効果： 
 B/C=2.4（H24再評価時） 

対象事業の実施箇所 

自然再生（干潟再生） 自然再生（ヨシ原再生） 

１．事業の概要及び評価の視点 
 ①事業の目的及び概要 



 ②事業の計画内容と投資効果 
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投資効果 

効果 

・オオヨシキリ（鳥）、
　アシハラガニ等が生息
・洪水時の小魚等の避難
　場所

ヨシ原再生

砂州の再生
（ヨシが延伸可能）

生育基盤の造成

整備前（ヨシ原） 

整備後（ヨシ原） 

干潟を再生 

堤防 

(ヨシ原創出後の豊川放水路） 

堤防

根固ブロック

コンクリート護岸

住宅等

(ヨシ原創出前の豊川放水路） 

整備前の干潟 

堤防 

満潮の時の水位程度 

整備前（干潟） 

整備後（干潟） 

豊川放水路5.9k付近 

豊川放水路5.9k付近 

H17.12撮影   

H26.5撮影 

計画内容 

効果 

②ヨシ原を利用する生き物の状況 
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①干潟を利用する生き物の状況 

施工した干潟で確認された底生動物の種数 

豊川河口自然干潟の 

各年度の平均種類数 

そ　の　他

節足動物門

環形動物門

軟体動物門

干潟を利用する生物の種数が増加傾向です。 

オオヨシキリの巣 オオヨシキリ 

イソシギ 

アサリ 

・水際のヨシ原を再生し、オオヨシキリなど多様な生物が生息
しやすい環境になります。 

・河道整備等により、水際に広がっ
ていたヨシ原が減少し、多様な河
川環境が減少しました。 

・砂を投入して干潟を造成し、渡り鳥やアサリ等貝類など
多様な生物が生息しやすい環境となります。 

・河口付近の多様な生物の生息環
境となる干潟が減少しました。 

増加傾向 

ヨシ原に依存するオオヨシキリの営巣数が増えています。 

オオヨシキリの営巣数の推移 

放水路

本川下流
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堤防 ※モニタリング調査結果による 

※H26は自然干潟でも確認種数が減少している。 

※モニタリング調査結果による 

 
(干潟創出前の豊川河口域） 

(干潟創出後の豊川河口域） 

豊川河口域 

豊川河口域 

H26.08撮影 

H21.07撮影 
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-3- （出典：国勢調査；豊橋市、豊川市の合計値） 

・豊川下流部の人口は平成17年までは増加傾向でし
たが、近年は横這い傾向にあります。 

・豊川下流部の世帯数は年々増加傾向にあります。 

設楽町 

浜松いなさ北IC 

豊川IC 

蓬莱峡IC 

渋川寺野IC 

浜松いなさIC 

流域の主要交通網 

国道259号 

国道１号 

国道362号 

東名高速 
東名高速 

新東名高速 
（平成27年度末開通予定） 

国道23号 

・豊川流域内は、新東名高速道路（平成27年度末開
通予定）、東名高速道路及び主要国道、JR東海道
新幹線等の重要交通網が整備されています。 

 ③事業の必要性等 
  １）事業を巡る社会経済情勢等の変化 

豊川下流部の人口の変遷 

豊川下流部の世帯数の変遷 

増加傾向 

増加傾向 



 ２）事業の進捗状況 
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33% 67%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

※ 

※整備内容毎の進捗率は、 
 干潟：約38%  ヨシ原：約30% 

・全体の進捗率は平成27年度末事業費ベースで約33％となっています。 
（参考：前回評価時の事業進捗率は約28%） 
・地域と連携した取り組みと一体となり事業の進捗が図られています。 

全体事業費：3,940百万円 
 実施済み：1,290百万円 
 残事業費：2,650百万円 

川と海のクリーン大作戦（豊橋市）の様子 

干潟での生き物観察会(底生生物の観察) 
H27.5撮影 

事業実施済み

事業未実施

H26.10撮影 

干潟 

ヨシ原 

ヨシ原 

   未実施箇所 
   実施済み箇所 

事業の進捗率 

H26.10撮影 



２．県への意見聴取結果 

○「対応方針（原案）」案に対して異議はありません。 
１ なお、今後も事業効果を把握しながら、事業を実施していただくとともに、コスト縮減への配慮について

もお願いしたい。 

３．対応方針（原案） 

・事業実施箇所では、干潟・ヨシ原の再生に伴い多様な生物を確認するなど、事業の効果が認められます。 
・ＮＰＯ等が生物の観察会を行うとともに、地域住民等により清掃活動が行われるなど、河川愛護の意識も高

まっています。地元自治体等も本事業に対して協力的であり、更なる事業の推進が期待されます。 
・以上のことから、事業を継続します。 
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